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５．海岸保全の方向性

（１）宮崎海岸の現況

(2)対策工法関連資料
１）小突堤について
2)その他の施設について
3)礫養浜について

（3）構築モデルによる予測計算結果
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(1)宮崎海岸の現況

1)地形変化の平面分布
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(1)宮崎海岸の現況

2)アカウミガメ ①宮崎海岸の実態

・宮崎海岸のアカウミガメの上陸・産卵は、大炊田では概ね安定しているが、動物園東では減少傾向である。一
般にアカウミガメの上陸・産卵は当該地域の砂浜の状況以外に、全国的な変動に依存することが知られている
ことを考慮すると、事業開始以降、上陸・産卵の環境は現状維持～回復傾向と考えられる。。

※調査結果は精査中であり、今後、変更・修正する可能性があります

※毎年7月のうちの15

日間の調査結果

※2009年以前は任意

の20～50日の結果を

15日当たりに換算

石崎浜以南（①-1～⑦区間）

宮
崎
海
岸

全
国

大炊田（⑩） 動物園東（④）

上陸数 上陸数

産卵数 産卵数

埋設護岸区間の上陸・産卵数

※出典：日本ウミガメ誌2022

⑦⑥-2⑥-1⑤④③②
①-2

①-1⑪⑩⑨⑧
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(1)宮崎海岸の現況

2)アカウミガメ ②産卵に適した砂の固さ

動物園東

大炊田

産卵に適する固さ
(貫入量20～80cm）

産卵に適する固さ
(貫入量20～80cm）

・宮崎海岸のアカウミガメの調査時に、アカウミガメの産卵に適した砂の固さであるかを調査している。

・大炊田・動物園東ともに平均値は適する固さの範囲内であるが、一部の箇所では範囲外（固い/柔らかい）と
なっている。

・産卵に適した砂の固さは、

鉄杭の上に重りを落とし、

鉄杭が砂に貫入する長さ

で測定している。

・この調査による「適する固

さ（貫入量２０～80cm）」

は、宮崎海岸固有の値で

ある。
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・高鍋海岸の研究成果によると、大
礫が露出していても産卵箇所（浜
崖基部等）の礫の密度が低ければ
産卵に支障がない、とされている。

・一方、浜崖基部まで礫がある場合
は産卵は見られないともされてい
る。

後浜中央から浜崖にかけての礫分布
は少なく、浜崖基部に沿って産卵巣が
形成

拳大の礫が浜崖近くまで分布しており、
かつ地下水の湧水個所もあることから、
産卵巣は見られなかった

前浜に沿った範囲に粒径が数セン
チ程度の小礫が高密度で分布し
ている。一方、その背後の小礫の
分布は比較的少なく、浜崖基部や
バーム上に沿って産卵巣が形成

※上記記述は論文中の記述を
もとに図に追記

出典：村上啓介ら，海岸の礫分布とアカウミガメの産卵位置との関連についての考察，土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）に加筆



- 86 -参考：上陸・産卵と砂浜の勾配の関係【他海岸事例】

・愛知県遠州灘表浜海岸の研究成果によると、産卵のために上陸する場合、1/1０（１０％）程度の勾配であれば
支障がなく、産卵直前には1/５（20%，平均値＋SD）程度の勾配でも上陸するとされている。

出典：今村和志，アカウミガメの繁殖活動に与える砂浜環境に関する研究－表浜海岸を対象として－，2015年1月
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・砂浜の後退により海浜植生も消失したが、
埋設護岸により砂浜が回復・安定した箇所
では海浜植生は回復傾向であるなど、一定
の効果も確認できる。

陸域

ギョウギシバの群落 メヒシバ

大炊田地区
調査測線

調査日：2022(R4）年10月

H20年10月

H23年10月

R4年10月

浜崖は後退

砂丘は安定

調査の基点位置
大炊田地区における
植生分布の変化

（測線L-4横断模式図）

H25年度にｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ施工

調査日：2022（R4）年10月

調査日：2011（H23）年10月
R2年10月

経年的に養浜施工

コウボウムギ コウボウシバ

(1)宮崎海岸の現況 3)海浜植生



- 88 -参考：砂浜幅と海浜植生の生育の関係【他海岸事例】

・千葉県九十九里沿岸・茨城県鹿島灘沿岸の研究成果によ
ると海浜植生が生育する海側の限界と砂浜幅には相関
があり、砂浜幅２０ｍ未満では海浜植生が存在しないこと
や、砂浜幅１００～１２０ｍで植生存在率５０％程度となる
となどを示している。

出典：加藤史訓ら，海浜植物の生息に必要な砂浜幅の検討，海岸工学論文集,第48巻(2001)
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・浅海域では経年的に多様な生物の生息が確認されている。年変動は大きいが現状が維持されていると考えられる。

【突堤や離岸堤】

・ブロックの表面で生活する貝類・カ
ニ類など

・魚の幼稚仔や砂に潜って生活す
る甲殻類など

・幼魚～大型魚、餌となるアミ類な
どの小型甲殻類(約120種の生物)

・生物にとっての餌場、隠れ場、育つ場と
なっている

・小型魚～大型魚、多様な甲殻類、
貝類など（約120種の生物）

・確認種のうち約5割はサーフゾーンと 共
通している

波打ち際
(汀線)

サーフゾーン
(波打ち際～沖合の中間)

沖合

幼稚仔魚・アミ類など ハマスナホリガニ

イボニシ ショウジンガニ

アミ類キチヌ

オオニベの幼魚 カタクチイワシ
オオシタビラメ ウチワザメ

ダンベイキサゴ

沖合(⽔深5m程度より沖側)
やや沖合(⽔深2〜5m付近）

波打ち際(⽔深1m付近)

テナガコブシガニ

第21回委員会(令和4年12月開催)資料21-Ⅰ p.69

(1)宮崎海岸の現況 4)浅海域の自然環境



- 90 -

・海岸域では経年的に多くの利用が確認されており、近年、確認数は増加傾向である。調査は週１回(平日)の現地踏
査時に確認された利用のカウントであり定量的な評価は困難であるが、事業開始以降、海岸の利用環境はおおむね
安定～改善傾向と考えられ、突堤周辺でも利用が確認されている。

2022（R4）年6月7日
6k300(AB表)

2022（R4）年7月12日
2k200(ＡＢ表）

2023（R5）年1月5日
4k600北

2022（R4）年6月 石崎浜（休憩）2022（R4）年7月 突堤北（サーフィン）

2023（R5）年1月 動物園東（釣り）
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41%
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50%
36%36%49%
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) その他(観光等)

サーフィン

釣り

散歩・休憩

全域合計

0
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住吉

0
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動物園東

0
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400
石崎浜

0
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200

300

400
大炊田

H25H26H28H29H30 R1 R2 R3 R4 H25H26H28H29H30 R1 R2 R3 R4 H25H26H28H29H30 R1 R2 R3 R4 H25H26H28H29H30 R1 R2 R3 R4 H25H26H28H29H30 R1 R2 R3 R4

(1)宮崎海岸の現況 5)海岸利用
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船曳網・基線船曳網
（しらす漁）

底曳網

出典：みやざきの水産，2003，宮崎県農政水産部漁政課に加筆出典：JF宮崎漁連ＨＰ 沿岸漁業の漁具・漁法

(1)宮崎海岸の現況 6)浅海域の漁業の概要



- 92 -参考 宮崎海岸近傍で行われているしらす漁の概要

※宮崎県令和4年度水産白書第Ⅳ章資料編P53

※宮崎県農政水産部水産政策課、漁協から聞き取り
※日本漁具・漁法図説 より

曳船

曳船

運搬船

※宮崎県漁連HPから

全長約300m～600m

※漁協から提供

宮崎海岸周辺海域での操業条件

宮崎港

宮崎空港

運搬時間20分範囲
（約7km）

操業範囲
（約13km）

陸揚げ地点

※運搬船の時速は12ノット（22.2km）と想定
（海上交通安全法施行規則の速力の制限を参考）

b海域

宮
崎
市
知
福
橋
中
央

小いわし機船船びき網漁業 許可区域
（宮崎港、宮崎空港の周辺海域を除く）

直線距離約3km 約2km 約1km

① 獲れたシラスの鮮度を保つため、運搬船への乗せ換え（網揚げ）から20分以内に陸揚げする
② 曳航距離は4～6kmが標準
③ 2隻の船が並走して約300m～600mの網を直線的に曳航するのが標準

漁場aは直線距離7kmで条件が良い

漁場bは湾曲しており直線距離は最大3km

操業状況 CCTV確認（令和２年８月６日）

CCTV(ｼｰｶﾞｲｱIC)

曳船 曳船

宮崎海岸周辺で行われている機船船びき網の概要
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・関係他事業の発生土砂の円滑な
受け入れ等を行うために、「宮崎
海岸関係機関情報共有会議」を
年１回開催し、情報の共有や連携
に関する協議を実施している。

・海岸事業として受け入れ可能な
土砂の条件（粒径等）を記載した
「建設発生土の受入の手引き」を
作成・共有することにより、発生
土砂の円滑な受け入れを行って
いる。

宮崎海岸関係機関 情報共有会議の開催状況

一ツ瀬川

一ツ葉有料道路

海岸保全区域（直轄施行）
L=1,839m

海岸保全区域（直轄施行）
L=5,017m

陸上養浜
河川より 約 12.1万m3

大炊田地区

動物園東地区

補助突堤②

補助突堤①

突 堤

陸上養浜
河川より 約 3.9万m3

関係他事業からの養浜受入実績
海中養浜の実施状況

陸上養浜の
実施状況

陸上養浜
河川より 約 2.2万m3

令和5年度養浜実績

(1)宮崎海岸の現況 7)養浜材の調達



参考：宮崎海岸の土砂受け入れの手引き
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・他事業・他機関との連携を円滑かつ効率的に行うために、「土砂の受け入れ手引き」を作成し、令
和元年度より運用を行っている。
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第７回技術分科会(H23.11開催)資料7-3

(2)対策工法関連資料
１）小突堤について ①計画策定時の透過／不透過の検討結果



- 96 -

第７回技術分科会(H23.11開催)資料7-3

(2)対策工法関連資料
１）小突堤について ①計画策定時の構造の検討結果
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(2)対策工法関連資料 2）その他の施設について ①離岸堤

0                   500m

2014(H26)年11月撮影

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＢＣ
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・波の打ち上げ高が護岸天端高を越え
る区間について、護岸天端高を嵩上
げすることにより背後地への浸水を
防ぐ。

・傾斜堤（1/1）はパラペットがあるた
め、そのパラペットを嵩上げする。

・緩傾斜堤（1/3）は陸側が法面被覆さ
れている箇所があるため、その活用
による嵩上げを検討する。 T.P.+7m

T.P.+7m

T.P.+8.5m程度

補助突堤②

T.P.+8m

●傾斜堤（1/1）のパラペットを嵩上げするイメージ

●緩傾斜堤（1/3）の陸側の法面被覆を活用するイメージ

2024.5撮影

2024.6撮影

(2)対策工法関連資料 2）その他の施設について ②護岸嵩上げ
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・砂浜を安定させる工法として、あまりメジャーで
はないが、汀線被覆工法がある。

・LWL～波の遡上の範囲を噛み合わせの期待で
きる被覆ブロックで覆い、汀線後退を抑制する
工法である。

・多少の地形変化に対しては、敷き詰められたブ
ロックの可撓性により地盤変化に追随すること
を期待している。

・第50回市民談義所において、市民から「サンド
パックを汀線際に並べることにより砂浜を維持
できないか」という提案があったが、この提案も
同様の考え方と類推される。

出典：実務者のための海岸工学－豊島修論文集－，
建設省河川局海岸課監修，平成2年12月

(2)対策工法関連資料 2）その他の施設について ③汀線被覆工
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参考：第50回市民談義所（R6.2開催）における市民からの対策に関する提案

護 岸

突堤・堆砂していない

護 岸

突堤・巨礫を養浜

巨礫

突堤・突堤基部に堆砂
・巨礫は沈下

護 岸

市民の現地体験 ・巨礫により砂浜が安定し、堆砂が発生した。
・巨礫は利用上、好ましくないが、時間経過
とともに沈下するため、影響は少ない。

・沈下しにくいサンドパックを設置すると、
より安定しやすくなり、砂浜が回復し、か
つ、安全な利用面でも好ましいのでは？

突堤・サンドパックを設置す
ると、砂浜が回復す
るのでは？

護 岸

サンドパック

市民の提案

市民作図

護
岸

・巨礫は沈下してしまう

護
岸

サンドパック

・サンドパックは沈下しにくい？

巨礫




